
～防災拠点施設の整備～

消防・防災センター（仮称）

　東京都で、松本浩二さんが生活衛生功労者厚生労
働大臣表彰を受賞されました。松本さんは、愛媛県
すし商生活衛生同業組合副理事長や四国中央すし商
組合支部長として、長年の活動による功績が認めら
れたもので、組合の取りまとめや地域の障がい者施
設の慰問など、幅広く活動されています。

～すし職人松本浩二さん～

厚生労働大臣表彰を受賞 10/25（金）

　市民会館三島会館跡地で、消防・防災センター（仮
称）の安全祈願祭が行われ、市や施工業者など関係
者約 70 人が出席し、無事故で竣工できるよう祈願
しました。この工事は、防災力の強化・危機管理体
制の充実のための防災拠点施設を整備するもので、
平成 26 年度末までの工期で行う予定です。

10/13（日）

～瀬戸内海は世界の宝石～

パノラマ写真パネル除幕式 10/18（金）
～トリック・オア・トリート！～

SIFA ハロウィンパーティ 10/26（土）

　市国際交流協会（SIFA）によるハロウィンパーティ
が開催されました。会場ではハロウィンにちなんだ
ゲームコーナーや、マジックショー、仮装コンテス
トが行われ、さまざまな仮装をした参加者は、ゲー
ムをしたり、思い思いの写真を撮ったりと、パーティ
を存分に楽しんでいました。

　具定展望台で伊予三島ライオンズクラブから寄贈
された「パノラマ写真パネル」の除幕式がありまし
た。これは、同クラブが瀬戸内海を眺望できる「恋
人の聖地」具定展望台に、島や山を知ってもらおう
と、名前や山の高さなどを紹介した写真パネルを３
枚設置したものです。

～福祉力向上のひとつの機会に～

noriko ハートフルコンサート 10/19（土）
～山里の採れたて野菜を満喫～

新宮秋の大収穫祭 10/27（日）

　新宮町霧の森で「新宮秋の大収穫祭」が行われま
した。地元の産直市グループによる採れたて野菜の
販売や新宮茶の販売のほか、恒例の栗のつかみ取り
大会や新宮産野菜の重量当てクイズ、お嬢ちばりに
よる「美空ひばりそっくりショー」など楽しいイベ
ントが開催され、多くの家族連れでにぎわいました。

　土居文化会館（ユーホール）で noriko ハートフ
ルコンサートが開催されました。このコンサートは、
障害のある人も誰もみんながずっと笑顔で幸せに生
きていける街をめざすことを目的に行われ、「翼

はば

た
く季

と き

節に」をテーマに 11 曲を熱唱して、歌声やピ
アノの音色などで観客を魅了しました。

～みんなで飾ろう 10 万の光り～

イルミネーション取り付け作業 10/27（日）

～市消防本部と県航空隊との連携～

防災航空隊合同訓練 10/28（月）

　伊予三島運動公園多目的グラウンドなどで、四国
中央市消防隊と県航空隊との合同訓練が行われまし
た。これは、山岳救助など県航空隊へ緊急運航を要
請した際、綿密な連携で救助に当たれるよう行って
いるものです。訓練は、へリコプターからのホイス
ト訓練や山岳想定救助訓練を行いました。

　県道三島川之江港線で、市民で灯そう 10 万の光
り実行委員会と市内の高校生などのボランティアに
よるイルミネーション取り付け作業が行われまし
た。これは、インターチェンジ周辺をイルミネーショ
ンで装飾し、市内への流入人口を増やすとともに、
市内全体の活性化につなげようと行われています。

～いろいろなイベントに登場します～

「しこちゅ～」発表会 10/27（日）

～まちをきれいに～

シルバー人材センター奉仕作業 10/29（火）

　川之江庁舎周辺で、シルバー人材センター清掃奉
仕作業が行われました。これは、10 月をシルバー人
材センター事業普及啓発促進月間と定め、普及啓発
活動の一環として毎年、市内各地域で清掃奉仕活動
を行っているもので、川之江地域では、約 50 人の会
員が樹木の剪定や清掃などを熱心にしていました。

　伊予三島運動公園三島体育館で、四国中央市マス
コットキャラクター「しこちゅ～」発表会が行われ
ました。デザインコンセプトは「広大な山林を表す
緑色」「豊かな水を表す水色」を配して「その水か
ら白い紙が生み出されていく」という四国中央市の
フレームを「しこちゅ～」に表現しました。

～愛媛国体を目指して～

柔道で全国大会入賞 10/27（日）

　市柔道関係全国大会などの出場結果報告会が開催
されました。全国大会では小・中・高校生 14 人が
出場し、三島東中学校 3年松西夢

ゆ き

紀さんが全国中学
校柔道大会で 3位入賞、阿河夢

ゆ め と

斗君が全国高等学校
総合体育大会で 5位入賞、藤山大

ひ ろ む

夢君が国民体育大
会で 5位入賞を果たしました。

～「子育て環境　四国一」を目指して～

四国中央子育てフェスタ 2013 10/27（日）

　三島運動公園体育館で、四国中央子育てフェスタ
2013 が開催されました。子育てフェスタは今年で
開催 4回目を迎え、ミュージックケアやダンスアト
ラクション、ほっこりんによる手遊び、仮装大賞な
どが行われ、来場者は子どもと一緒になって目一杯
楽しんでいました。



　タイム伊予三島
店で、市職員によ
る児童虐待防止の
啓発活動が行われ
ました。これは、
11 月の児童虐待防
止推進月間に合わ
せたもので、本市

では初めて実施する事業です。子育て応援キャラク
ターほっこりんと一緒に、子どもの虐待のない社会
を願って、市民のみなさんにチラシを配布しながら
児童虐待防止を呼び掛けました。

　 バ レ ー ボ ー ル
チーム「三島婦人」
が、市長を表敬訪
問しました。三島
婦人は、10 月 5 日
に開催された「マ
マさんバレー冬季
県予選会」で優勝

し、11 月 28 日から宮城県で開催される「全国ママさ
んバレーボール冬季大会」への出場権を獲得しまし
た。市長は「ぜひとも優勝してきてください！」と
激励の言葉を贈っていました。

　三島公民館周辺
で、認知症になって
も地域で安心して暮
らせるまちづくりを
目指そうと、認知症
高齢者みんなで探そ
や体験が行われまし
た。参加者は県認知

症介護指導者の鈴木よし子さんによるミニ講座で具体
的な声の掛け方を学んだ後、高齢者がまちを不安そう
に歩いているという設定のもと、実際にまちに出て徘
徊高齢者役にやさしく笑顔で声を掛けました。

　福祉会館で、四
国中央市海外派遣
事業ニュージーラ
ンドホームステイ
の出発式が行われ
ました。市内中学
校から 19 人の生徒
と引率者 4 人が 11

月 11 日から 12 日間、ニュージーランドでホームス
テイし、オークランド郊外にあるオレワ校と交流す
るものです。出発式では、生徒全員がニュージーラ
ンドで披露するパフォーマンスを行いました。

　伊予三島運動公
園で、市民のみな
さんにいろいろな
スポーツを体験し
てもらおうと、ス
ポーツアドベン
チャーが開催され
ました。参加した

子どもから大人までの約 370 人は、弓道・空手道・
バスケットボール・テニス・クライミング・体力測
定など 19 種類の運動を体験し、友達や家族ととも
に気持ちの良い汗をかきながら楽しみました。

　福祉会館であっ
たか子育てセミ
ナーが行われまし
た。これは、子ど
も達がその子らし
く成長していける
ことを願って開催
されたもので、つ

ばさ発達クリニック院長の藤岡宏さんが「発達障害
の二次障害の現状と対応について」と題して講演を
行いました。参加者は、藤岡さんの豊富な経験に基
づいた話に真剣な眼差しで耳を傾けていました。

　市役所で、四国
中央市とダイキ株
式会社が「災害時
等における支援協
力に関する協定」
を締結しました。
　これは、災害時
などに物資の安定

供給を行うことにより、市民生活の早期安定を図る
ことを目的としており、今後は災害時などに同社か
ら作業用品や生活必需品などの供給協力と救援場所
としての無償提供などが行われます。

　宇摩寿司商組合
（松本浩二組合長）
11 店舗の職人が太
陽の家を慰問し、
太陽の家の入所者
にお寿司を振る舞
いました。これは、
毎年 11 月 1 日全国

すしの日の前に行われており、今年で 26 回目とな
ります。同施設の入所者たちは、新鮮な魚を使っ
た美味しいお寿司を食べて、楽しい時間を過ごし
ました。

　中之庄公民館で
「高校生ユースミー
ティング『未来へ
続くまち～住み続
けたい・戻ってき
たいまち～』」が開
催されました。市
内の川之江・三島・

土居高校から総勢 17 人の高校生が参加しました。
会では3つの班に分かれてどんなまちに住みたいか、
どんなまちに戻ってきたいか「未来へつづくまち」
のアイデアを話し合い発表しました。

　第 68 回国民体
育大会のフェンシ
ング団体の部で、
上位入賞した三島
高等学校 3 年白峰
杏
あ み

美 さ ん、 三 島
南中学校 3 年白峰
杏
きょうか

香さん、三島南
中学校 3 年登尾早

さ な

奈さんが市長を表敬訪問しまし
た。3名は、10 月 4・5 日に開催された同大会のフェ
ンシング少年女子団体に愛媛県代表として出場し、
4位の成績を収めたことを市長に報告しました。

～すし商組合～
太陽の家でお寿司を振る舞う

10/30（水）
～いろいろなスポーツを体験～

スポーツアドベンチャー 11/4（月）

～未来へつづくまちのアイデア～
高校生ユースミーティング

10/30（水）
～市内中学生ニュージーランドへ～

ホームステイ出発式 11/6（水）

～ダイキ株式会社と協定～
災害時における支援協力

11/1（金）

～子どもの発達障害を理解して～

あったか子育てセミナー 11/8（金）

テーマ

公私非混同
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四国中央市長

篠 原  実

～心を込めて笑顔で声掛け～
認知症高齢者みんなで探そや体験

11/9（土）
～全国大会に出場！～

バレーチーム三島婦人 11/1（金）

～地元開催の愛媛国体を目指して～
国民体育大会で上位入賞

10/31（木）

～子ども虐待のない社会に～
児童虐待防止の啓発活動

11/1（金）


